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第２回総合戦略推進アドバイザー懇談会議事録 

 

日時 令和６年１１月２１日(木)  １６時３０分～１７時４０分 

場所 美濃加茂市役所本庁舎３階 第２議会委員会室 

委員 

 

出席者 

 

【産】（株）フジイ 代表取締役 金森 薫氏 

【労】（株）濃飛葬祭 代表取締役 鈴木 哲馬氏 

【学】中部学院大学短期大学部幼児教育学科 教授 杉山 祐子氏 

【学】元可茂教育事務所所長・元太田小学校校長 三尾 不二男氏 

【学】元加茂高等学校校長 平野 弘氏 

【金】東濃信用金庫美濃加茂支店 支店長 佐藤 幸一氏 

【言】(有)コニー 代表取締役 伊佐治 栄子氏 

【言】みのかもフリーペーパー歩好里人 代表 安藤 摩里氏 

【国】のぞみ教室 主任指導員 藤木 燦斗良 春美氏 

事務局 経営企画部 企画課 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

  

３ 第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況について 

【事務局】 

第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、今後、本市が持続可能な自治体として維持し
ていくために、市民にとって「住みやすく 住み続けたい魅力あるまち」であるとともに、市外から「住
んでみたいまち」として認識されることを目的とし、その実現のために、本戦略では、「家庭教育」、「幼
児教育」、「学校教育」、「社会教育」など、様々な分野の教育に加え、子育て支援に関する政策も含め、
「広義の教育」として注力し、関連する政策を重点的に推進していくことを掲げている。 
現在、１１月６日から１２月５日までの約１か月間にかけて「パブリックコメント」を実施している。今後

は、パブリックコメントでいただいた意見と、推進アドバイザーの方々からいただいた意見を参考にし
ながら完成に向けて作業を進めていく。また、戦略のデザインについても、見やすく分かりやすいもの
にするよう作り込んでいく。 

 
 

 ＜資料＞ 
・美濃加茂市人口ビジョン（素案） 
・第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略_本編（素案） 
・第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略_資料編（素案） 
・第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略_事業編（素案） 
・第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略_概要版（素案） 
・第３期美濃加茂市まち・ひと・しごと創生総合戦略_フォローアップシート（素案） 
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４ 意見交換会 

【アドバイザーからの意見】  

・若い女性は都市部に働く環境を求めて転出する傾向があるが、決して岐阜県に仕事が無いという訳

ではない。女性の夢を育てる支援など、美濃加茂市ならではの事業を考えていけると良い。 

・子育ては本当に大変で、子を持つ女性から心に余裕が無いという相談も多く受ける。他自治体と比

較しても、美濃加茂市は子育て支援について力を入れていると感じるため、これからも子育て・教

育に注力していってほしい。 

・新たな人口ビジョンを見ると、地区別・学校区別で人口の増減にかなりバラつきがあった。これから 

いろいろな事業を実施していくなかで、市全体に対する事業だけでなく、各地区の実情に合った事

業展開が実現されると良い。 

・第２期総合戦略は新型コロナウイルスの影響が大きく、思うような事業展開ができなかった。今後、

どんなことが起きるか分からないが、最善の工夫を施しながら目標達成に向けて取り組んでほしい。 

・中小企業は人材確保に苦労しており、中高生の職場体験やインターンシップを実施して人材確保に

努めている。そういった機会に働く喜びや楽しさがもっと伝われば、住い続けたいと思ってくれる

かもしれない。企業側の創意工夫も大切だと感じる。 

・今の高校生はまちづくりや社会システムに関して何かやってみたいという声が多くある。若者の探求

心を生かし、事業を深めていけると良い。 

・なぜ美濃加茂市に住み続けたり戻ってきたりしたのかと考えると、いろいろ条件があると思うが、ベ

ースにあるのは「美濃加茂市が好きだ」という気持ちだと思う。市への愛着を小さい頃から感じる

良質な取組を行う事が大切である。 

・外国人の子どもたちは、日本に来る年齢で大きく生活に影響が出てくる。小学校に入る前の年齢で

あれば日本語を学ぶ時間や日本の文化に接する時間が多いため、高校、大学へ進学する子たちも

出てくる。小学校の高学年や中学生の年齢で日本に来ると、学ぶ時間も少ないため、どうしても進

学することが難しくなってしまう。 

・企業の職場体験で外国人の方が参加することもある。多文化共生のまちであることを強みとして、

企業側も柔軟な対応が大切である。 

・近年、不登校の生徒が増えてきている。理由はいろいろあるかと思うが、純粋に学校に行く必要がな

いと感じる生徒たちが増えていると聞いている。まだ小学生だと家に一人にするわけにはいかな

いことから、母親も一緒に仕事を休むことになってしまうため、企業にも影響が出る場合がある。 

 

５ 閉会 


